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計画策定 2013/7/28   	 （関係者顔合わせ） 
趣旨説明・アイスブレイク 2013/8/3	   	  （第1回検討会） 
居場所について 居場所って何？ 2013/8/26	 	 	 （第2回検討会） 
2013/9/12	 	 	 （第3回検討会） 
居場所をデザインする 2013/9/26	 	 	 （第4回検討会） 
2013/10/28	  	 （第5回検討会） 
中間報告会に向けての準備 2013/11/14	  	 （第6回検討会） 
中間報告会 2013/11/18	 	 	 （中間報告会） 
中間報告会を終えて 2013/12/11	  	 （第7回検討会） 
求める居場所とは まちあるき・アンケート 2014/1/13	 	 	 （第8回検討会） 
具体的なアイデア出し 2014/1/30	 	 	 （第9回検討会） 
2014/2/11	 	 	 （第10回検討会） 
2014/2/28	 	 	 （第11回検討会） 
2014/3/4	 	 	  （第12回検討会） 
発表会の準備 2014/3/11	 	 	 （第13回検討会） 
2014/3/18	 	 	 （第14回検討会） 
自主的なあつまり 2014/3/19	 	 	 （自主的検討会） 
2014/3/20	 	 	 （自主的検討会） 







































































































































































































①	 	 	 	 	 	 〃  
研究室生 C 
22 歳・女性 

















































	 	 	 	 まちへの関心促進に有効な大人の働きかけ・プログラムについての整理 
 大人の働きかけ プログラム 
地
域
参
画
促
進 
①褒める・笑わせる 
①・②個別のコミュニケーション 
②・③高校生に役割を与える 
②・③高校生の自主性に期待して我慢するという
働きかけ 
②市長からの直接的な言葉かけ 
②高校生のアイデアへの批判的な意見を含めた
大人の意見 
③提案後の提案内容への迅速な取り組み 
①地元芸人や大学生を推進体制の中に組み込んで
プログラムを検討する 
①アイスブレイクによって高校生同士の関係性を
構築する 
①地元の若者による全体ファシリテート 
①高校生が自己成長を実感するようなグループワ
ークや発表 
②まちあるき 
②高校生の主体性を尊重し、運営を任せる 
②・③高校生に役割を与える 
ま
ち
へ
の
関
心
促
進 
①・②地元の人とのコミュニケーション 
③提案後の提案内容への迅速な取り組み 
 
①宿題としてまちの写真を撮らせる 
①地元の若者による全体ファシリテート 
①居場所にというテーマについて考えること 
②まちあるき 
 
 
表－５　高校生の地域参画促進に有効な大人の働きかけ・プログラムおよび、
　　　　まちへの関心促進に有効な大人の働きかけ・プログラムについての整理
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４）高校生の意見を目に見える形にする
高校生が居場所づくり検討会の中で導き出した提案に対して、目に見える形で迅速に対応してい
くことが、高校生のまちへの関心を引き出すことにつながっていた。高校生の提案がきちんと市政
に反映されているということを高校生に見せることが、高校生のまちへの関心をうむことに繋がる
と考える。
（２）プログラムについて
１）序盤のプログラムの重要性
高校生の事業参画促進については、事業初期段階におけるプログラムの重要性が明らかになっ
た。事業初期段階は高校生が事業そのものを、自分にとって有益なものかどうかを判断する期間だ
からである。高校生が事業を有益と感じるポイントは大きく２つに分けられる。
①高校生同士の交流を促すプログラム
一つは、他校の生徒とかかわりを持つことで、自校とは違う新しい友達を作ることができたり、
大学生や大人とかかわることで、世代を超えたコミュニケーションができたりするといった他者と
の関係性によるものである。高校生は新しいコミュニティに居心地の良さを感じると、継続的に事
業に参画するようになるため、序盤に徹底したチームビルディングをすることによって、高校生同
士の関係性や高校生と大人の関係性を構築していくことで、参画を促進できると考えられる。高校
生と大人との心の距離を縮めるためには、地元の芸人のような大人を活用したプログラムを導入す
ることも効果的だと考えられる。同様に、大人と高校生の間に大学生という “接着剤的な存在” が
いることも距離を縮めやすくする。
②自己成長を実体験できるプログラム
もう一つは、意見を言えるようになったり、意見を聞けるようになったりといった自己成長にか
かわるものである。高校生は検討会活動を自己成長の場として捉えていた。学校活動では学ぶこと
のできない価値あることを享受できると感じた高校生は、積極的に事業に参画し、自己成長につな
げようとしている様子が観察できた。高校生が語彙力や要約力が向上したと実体験出来るようなプ
ログラムを用意することで、事業への参画促進が図れると考える。
２）プログラムのテーマに高校生がまちについて考えやすいものを取り入れる。
プログラムが高校生のまちへの関心をどのくらい引き出せていたのかについて考える。まず、 “居
場所” というテーマを検討会活動で取り扱ったことが、高校生にまちについて考えるきっかけを与
えるとともに、まちへの親近感を感じさせることにつながったのではないかと考えられる。居場所
について考える過程で、自分の居場所だと感じる場所を、写真にとってきてもらうという宿題を出
した。宿題提出の検討会において、高校生がまちへの強い関心を示していた。こうしたことを考え
ても、“居場所” について考えることが、次第にまちについて考えることに繋がっていったと考え
られる。つまり、高校生参画事業において “居場所” というような、高校生がまちについて親しみ
を抱きやすいテーマを扱うこと自体が、まちへの関心促進につながると考えられる。
３）まちあるき
まちあるきを導入することも高校生のまちへの関心促進につながった。まちあるき以降の検討会
では、意見に具体性が増し、発言量も増加したことを考えると、まちあるきは事業の参画促進に繋
がっている可能性がある。つまり、まちあるきというプログラムは、高校生のまちづくり参画にお
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いて非常に有効であるということがわかる。
４）推進体制に地元の若者を組み込んでおく
高校生のまちづくり参画事業の枠組みを検討する最初の段階で、地元の若者を見つけ出し、一緒
に事業運営をしていくことが重要である。なぜなら、そのことにより事業の継続性を担保すること
が出来、高校生の事業参画促進にもまちへの関心促進にもつながるからである。
【参考文献】
［１］　 中島喜代子、廣出円、小長井明美、「「居場所」概念の検討」『三重大学教育学部研究紀要』
所収、pp.77-78（2007）
平成27年９月28日受理
